
愛知学院大学　教育理念・目的

文学研究科

文学研究科　宗教学仏教学専攻

愛知学院大学 教育理念・目的及び各研究科の「人材の養成・教育研究上の目的」

愛知学院大学は、専門の理論と応用を教授・研究し、併せて本学設立の趣旨である仏教、特に禅の

精神を基とした人格形成に努め、知の実践と自己の把握により、感謝の心をもった社会人を養成して、

広く各界に寄与し、人類の福祉と文化の発展に貢献します。 

文学研究科は「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、人間の営為とその所産である文化と歴史の研

究を通して、人間と社会についての洞察を深めることで、人間性にあふれた社会を創造することをめざ

します。 

このような共通理念・目的のもとに、宗教学仏教学専攻、歴史学専攻、英語圏文化専攻及び日本文

化専攻の４専攻を配し、各専攻はつぎのような人材の養成・教育研究上の目的を博士前期課程、後期

課程それぞれについて定め、高度な専門職業人および研究者の育成に努めています。 

【博士前期課程】 

宗教学仏教学専攻博士前期課程においては、宗教と文化の多様性を重んじ、異なる価値観が共存

するための基礎的な条件として、世界の宗教文化を専門的に研究する人材の育成に努めます。また研

究の成果をもって学界の発展に貢献するとともに、臨床宗教師として社会で活躍できる宗教者の育成

に努めます。 

そのための教育研究上の目的として、専門性をもって学界に発信できる能力を培い、現代社会にお

ける宗教者の社会的役割についての実践的な知を修得させることを理念としています。 

【博士後期課程】 

宗教学仏教学専攻博士後期課程においては、研究者として専門性を高め、社会および学界に貢献

できる人材の育成を目標とします。 

そのための教育研究上の目的として、学会等での研究発表ならびに査読制度を有する学術誌への

論文投稿に取り組みながら、それらの成果をまとめて博士の学位を取得することをめざします。専門分

野における高度な知識と能力を身につけ、研究者として自立できる力を修得させることを理念としてい

ます。 



文学研究科　歴史学専攻

文学研究科　英語圏文化専攻

文学研究科　日本文化専攻

【博士前期課程】 

歴史学専攻博士前期課程は、歴史学に関する関心と理解力、論理的分析力や洞察力を磨き、その

上に立って研究成果を広く社会に向けて発信できる研究者、あるいは技術を培った高度な職業人の育

成を目的としています。 

そのための教育研究上の目的として、①歴史学に関する専門的知識と理論の修得、②資料読解力

と問題分析・洞察力の琢磨やフィールド調査の方法並びに発掘等の技術の修得、③得られた研究成果

を論理的かつ実践的に表現する能力を獲得することを教育の理念としています。 

【博士後期課程】 

歴史学専攻博士後期課程は、研究者として歴史学に関するより高度な知見を有し、学界ならびに社

会に貢献できる人材の育成をめざします。 

そのための教育研究上の目的として、博士前期課程で培った能力をさらに向上させることで、研究成

果をまとめて博士学位を取得させ、その成果を著作物として刊行することを通して、学界ならびに社会

の発展に幅広く貢献できる能力を育成することを教育の理念としています。 

【博士前期課程】 

英語圏文化専攻博士前期課程の目的は、行学一体・報恩感謝の精神を理解し、英語の運用能力を

磨き、多文化社会に対する専門的・学際的な研究に取り組み、教育界のみならずグローバル化した社

会で活躍できる人材の育成にあります。 

その教育研究上の目的は、主体的な問題発見と解決、情報の収集と分析、論理的な考察と発表を行

う能力を涵養し、英語圏の文化に関して高度な研究を行うことです。 

【博士後期課程】 

英語圏文化専攻博士後期課程においては、行学一体・報恩感謝の精神を理解し、英語圏文化に関

する幅広く深い専門知識をそなえ、自立した研究者として、あるいは高度専門職業人として、国際的に

活躍できる人材の育成をめざします。 

そのため、博士前期課程で身に付けたアカデミックスキルをさらに磨き、博士の学位取得をめざさせ

るとともに、社会に対する高い倫理観や責任感を醸成しながら、英語圏文化に関する発展的かつ実践

的な研究を遂行する能力を育成することを、教育研究の目的とします。 

【博士前期課程】 

日本文化専攻博士前期課程においては、日本文化研究によって得られる高度な知見を、教育界・文

化機関等において積極的に発信し、社会に貢献できる人材の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的として、他者と協調し、他者の知見を尊重しながら、日本文化に関す

る多面的、かつ高度な研究を行う能力の涵養を教育の基本理念としています。 

【博士後期課程】 

日本文化専攻博士後期課程においては、研究者としてより積極的に社会及び学界に貢献できる人

材の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的として、博士前期課程で培った能力をさらに向上させることで、研究成

果をまとめて博士学位の取得をめざさせるとともに、その成果を著作物として公刊させること、及び、後

進の指導や、研究成果の社会に対する還元、普及に貢献できる能力の育成を教育の基本理念として

います。 



心身科学研究科　心理学専攻

心身科学研究科　健康科学専攻

【博士前期課程】 

心理学専攻博士前期課程は、人の心にさまざまな側面からアプローチすることを通じた、有用な人材

の育成を目的とします。心理学基礎コースでは研究者の育成、臨床心理学コースでは教育、福祉、産

業、司法、医療現場等で役立つ公認心理師・臨床心理士の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、心理学全般にわたる幅広い知識と高度な専門性を活かし、さまざ

まな問題に対して粘り強く真摯に取り組むことのできる能力を育成することとします。 

【博士後期課程】 

心理学専攻博士後期課程は、自ら問題を発見、解決することで社会に貢献できる、高度な専門職業

人としての心理学研究者となる人材の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、問題の発見、解決に従事できる能力、実証研究に必要な資料、

文献、データを適切に収集、分析、解釈し、研究論文を作成する能力、高度な専門職業人としての心理

学者として活躍するに足る知識、能力を育成することとします。 

【博士前期課程】 

健康科学専攻博士前期課程は、心身科学において、身体的側面から人々が豊かな人生を全うする

ことに寄与できる高度な専門性を有する職業人の養成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、スポーツ科学、栄養学、精神保健学、健康教育学、言語聴覚学な

どの実践的な教育研究を通して高度な専門性を確立し、高い倫理性を持った社会貢献につながる実践

力を育成することとします。 

【博士後期課程】 

健康科学専攻博士後期課程は、心身科学において、身体的側面から人々が豊かな人生を全うする

ことに寄与できる高度な専門性を有し、その専門分野において牽引力を発揮できる研究・教育者の養

成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、スポーツ科学、栄養学、精神保健学、健康教育学、言語聴覚学な

どのそれぞれの専門領域における独創的な教育研究を遂行することで、高い倫理性に基づく知の発展

と実践を通して人類社会に貢献しうることとします。 



商学研究科

経営学研究科

【博士前期課程】 

商学専攻博士前期課程は、「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、ビジネスの実践的な研究を通して

税理士を始めとする最先端のビジネス・エキスパートを育成すること、さらに現役ビジネス・パーソンのリ

カレント教育を行うことを人材育成の目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、流通、マーケティング、会計、金融、租税法、国際ビジネス、ビジ

ネス情報といった商学を構成する領域において、先端的な研究を行うこと、そしてそれに基づいた実践

的教育を行うこととします。 

【博士後期課程】 

商学専攻博士後期課程は、「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、研究者として自立した研究活動ま

たはその他の著しく高度な専門的業務に従事する能力を有する人材の育成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、商学に関する先端的な研究を行うこと、そしてそれに基づき、商

学に関する新知識の提示が可能となる実践的教育を行うこととします。 

【博士前期課程】 

経営学専攻博士前期課程は、建学の精神である「行学一体・報恩感謝」に則った「理論と実践」を教

育理念として、経営分野で指導的役割を果たす研究者や高度専門職業人を養成することを人材養成の

目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、学部で培った「理論と実践」教育を発展させて、企業経営における

企画立案・業務遂行・内部統制といった PLAN、DO、SEE の高度な専門教育を行い、個々の学生の能

力開発およびキャリアアップ、キャリア転換を支援することとします。 

【博士後期課程】 

経営学専攻博士後期課程は、建学の精神である「行学一体・報恩感謝」に則った「理論と実践」を教

育理念として、博士前期課程での研究成果を基礎として、経営分野で一層高度の知識をもとに活躍で

きる研究者や高度専門職業人を養成することを人材養成の目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、博士前期課程で培った「理論と実践」教育をさらに発展させて、グ

ローバル社会における企業環境の変化に対応してデータサイエンス技術を用いた分析能力とその実践

への活用能力の習得を支援することとします。 



経済学研究科

法学研究科

【博士前期課程】 

法律学専攻博士前期課程は、「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、豊かな人間性と創造性を有す

る①法学・政治学の研究者、②高度の専門知識を備えた職業人、とりわけ法律的素養を備えた税理士

の育成を目的とします。 

そのため、法学・政治学に関する高度の専門知識を修得し、論理的思考力、問題の発見および解決

のための情報収集力、相互の尊重に基づく討論力などを獲得すると同時に、豊かな人間性・創造性を

涵養することを教育研究上の目的とします。 

【博士後期課程】 

法律学専攻博士後期課程は、「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、豊かな人間性と創造性を有す

る①法学・政治学の発展に寄与できる研究者、②極めて高度な専門知識を備えた職業人の育成を目

的とします。 

そのため、法学・政治学に関する極めて高度な専門知識を修得し、論理的思考力、問題の発見およ

び解決のための情報収集力、相互の尊重に基づく討論力などを獲得すると同時に、豊かな人間性・創

造性を涵養することを教育研究上の目的とします。 

経済学研究科は、建学の精神である「行学一体・報恩感謝」に則り、経済学に関する豊かな専門知

識を培い、高度な問題解決能力をもつ研究者や高度専門職業人を養成します。専門教育を通して、民

間企業における企画や公共機関における政策の立案に携わるための能力養成や、税理士、公認会計

士、高等学校教員などの高度専門職業人となるための専門知識の修得の支援を、人材養成の目的と

しています。 

そのために、理論・歴史・政策という多角的な視点から経済をとらえて、多様な価値観に立って現代

の経済の諸問題に取り組みます。具体的には財政・金融や国際経済・地域経済などにおける現代経済

の重要な課題の分析に必要とされる経済史や経済制度への学識と統計数学やミクロ・マクロ経済学の

応用力を身につけ、課題への深い理解と解決能力を養うための教育と、成果を社会に還元できる実践

的な研究を目的とします。 



総合政策研究科

歯学研究科

薬学研究科

【博士前期課程】 

総合政策専攻博士前期課程は、人間と社会にとって情報化の進展がより人間らしく、より住みやすい

社会になるための企画・政策を「総合的」と「創造的」を基本理念として立案できる人材の育成を目的と

しています。 

そのための教育研究上の目的は、①問題に直面した際、問題解決への政策が立案でき、かつ実施

できる力、②特定分野に関する体系的知識と関連他分野の知識を組み込む総合的思考力、③新しく構

築された知識が現場で応用できる実践力、④コミュニケーション・リテラシーを駆使できる力、⑤公共的

思考力、の獲得、達成とします。 

【博士後期課程】  ※2024 年度より募集停止 

総合政策専攻博士後期課程は、人間と社会にとって情報化の進展がより人間らしく、より住みやすい

社会になるための企画・政策を「総合的」と「創造的」を基本理念として立案できる人材および大学や研

究所における教育・研究専門職研究者の育成を目的としています。 

そのための教育研究上の目的は、①問題に直面した際、問題解決への政策が立案でき、かつ実施

できる力、②特定分野に関する体系的知識と関連他分野の知識を組み込む総合的思考力、③新しく構

築された知識が現場で応用できる実践力、④コミュニケーション・リテラシーを駆使できる力、⑤公共的

思考力、の獲得、達成、⑥政策学系の学問分野の第一線で活躍できる人材の輩出、とします。 

薬学研究科の人材育成の根幹は、薬学及び医療薬学に関わる様々な新しい課題を自ら発見・解決

できる研究能力を涵養することであり、「研究遂行能力の育成」と「医療薬学における深い見識の修得」

を両輪として、社会に貢献できる薬学研究者及び医療薬学研究者の養成を目的とします。 

そのため、薬学及び医療薬学領域全般にわたる深い学識と高度な専門性をもち、創造性と独創性を

兼ね備え、様々な問題に対して柔軟に対応できる能力を養成することを教育研究上の目的とします。 

歯学研究科は、「行学一体・報恩感謝」の精神に則り、学部における教育の基礎の上に、高度にして

深遠な歯科医学の専門的知識と技術を習得し、臨床歯科医学の実践を通して人類の福祉に貢献する

とともに、医学・生命科学の深奥を究めて文化の創造・発展に寄与することのできる良識ある人材の養

成を目的とします。 

そのための教育研究上の目的は、①研究者として高度な専門的学術の理論と技術及びその応用能

力を身につけ、それらをさらに発展させるために必要とされる研究能力、②臨床歯科医として専門分野

に関する高度の知識と技術を習得し、それらをさらに発展させるために必要とされる研究能力に加えて

患者を対象とする高度の臨床研究を遂行しうる能力の養成とします。 


	研究科

